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◆薬物乱用防止教室 

 9 月 12 日(火)に薬物乱用防止教室が開かれました。今回

は実際に依存症だった方々の実際の経験をお聞きし、生徒も

衝撃を受けたようでした。薬物の影響力の大きさや恐ろしさ

を今まで以上に知ることができたようです。 

 

＜生徒の感想＞ 

・実際に経験している人の話だったので、信ぴょう性が 

あり、とても心に残りました。自分の人生について話したくないはずなのにも関わらず、細かいところまで話

してくださり、感謝しています。 

・本当にあった体験談をもとに話してくださったため、言葉の重みが全然違い、説得力のある説明でした。 

・とても話が生々しくて怖かったです。見る感じ普通の男性だったので、まさか薬物乱用者だった方とは思いま

せんでした。 

・実体験の話で正直衝撃的な部分が多かったけれど、一つ一つの言葉に重みを感じ、改めて薬物乱用について深

く考えるきっかけになりました。 

 

◆第 2 回校内環境整備 

 ９月 11 日(月)に第 2 回校内環境整備を実施しました。今回も第 1 回と同じように、１～4 組が校内の整備を、

5 組は外周のゴミ拾いを行いました。当日は気温が暑い中でしたが、生徒が熱心に取り組む姿も見られ、おかげ

で校舎周辺もきれいになりました。身の回りの環境を整えていくことで、精神的にも余裕が生まれて、色々なこ

とに集中して取り組みやすくなると思います。継続して続けていきたいですね。 

 

◆１年の折り返しです！ 

 ９月もまもなく終わり、１年生としての折り返しの時期を迎えます。勉強では中学の内容からさらに難しい内

容を学び、部活動でも大会や発表などに向けて熱心に取り組んできたと思います。ほかにも、文理・コース選択

や総合的な探究の時間で将来に向けて早くも考えてみたり、先日行われた小文化祭などでクラスの団結力を深め

たりと、この半年間を振り返っても様々なことを経験してきたことでしょう。 

 １年の折り返しということで、今の生活習慣や学習への取り組み方が自分に合っているか、その方法で身に付

くのかを思い切って検討し直す良い機会ではないでしょうか。３年生になってから焦って始めるのではなく、早

い段階で進路や目標実現のためにトライしてみてください。10 月 3 日(火)から 2 学期中間考査が始まります。今

回は考査前学習会がありませんが、一人一人が自立して学習に取り組んで、少しでも良い結果を残せるように頑

張ってほしいと思います。 

 

 

 



◆10 月から衣替えです！ 

 徐々に秋の涼しさも感じるようになってきましたが、季節の変わり目ということもあってか、体調を崩す人が

少しずつ見られるようになってきました。さて、10 月から衣替えとなり冬服へ移行となります。校則を読み返

し、きちんとした服装で学校生活を送るようにしましょう。また、制服の着崩しをなくし、頭髪、爪など高校生

らしい身だしなみで生活しましょう。 

 

◎気温に応じてブレザーを脱いで生活しても構わない。温度調節はブレザーで行う。 

 （ブレザーを着用せずにアウターやパーカーを着て登校しない） 

＜男子＞ 

・指定のブレザー、スラックス、ワイシャツを着用する。 

・10月２日から指定のネクタイを着用する。 

・ベルトは高校生らしく華美でないものとする。 

 

＜女子＞ 

・指定のブレザー、スラックス又はスカート、ブラウスを着用する。 

・10月２日から指定のネクタイ又はリボンを着用する。 

・スカート丈の基準は膝の中央とし、スカートを加工したり短くしたりすることは禁止する。 

・ストッキングを着用する場合は肌色のものとする。厳寒期(11 月～3 月)に限り、防寒のため 50 デニール以上の

黒タイツを着用できる。 

 

＜共通＞ 

・ブレザーの左襟に校章をつける。 

・ソックスは紺・黒とし、くるぶしが隠れる長さとする。 

 

10 月の行事予定表 

１０月  ２日(月) 衣替え、登校指導(～４日) 

     ３日(火) ２学期中間考査(～６日) 

     ７日(土) 第２回英検１次 

    １０日(火) 第２回進路希望調査(～１３日) 

    １６日(月) 創立記念日(生徒休業日) 

    １８日(水) 新潟大学見学会 

    １９日(木) ４５分授業 

    ２３日(月) 第２回いじめ・被害アンケート 

    ２４日(火) ４５分授業、避難訓練 

    ２６日(木) ４０分授業 

    ３１日(火) 進路別講座 
 

「なんぞただ今の一念において、た

だちにすることの甚だ難き。」 

兼好法師は、すべきことを今すぐ

にすることがどうしてこんなにも難

しいのかと言っています。 

時間はどんどん過ぎていきます

よ。さあ、今から始めよう。 

 


